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健康福祉部 健康局

産学官連携による高血圧対策の推進
～野菜マシマシプロジェクト～

令和４年12月26日

県内の健康課題（脳血管疾患）の現状　

○全国を基準とした標準化死亡比
（SMR）standardized mortality ratio

脳内出血

 最近５年間（H28～Ｒ２）の人口動
態統計をもとに、市町別の死因別の
死亡状況について、静岡県や全国を
基準として、市町間の比較ができる
ように算出した値 

脳血管疾患

○健康寿命（令和元年）
男性 女性

静岡県 73.45歳（５位） 76.58歳 （５位）

全 国 72.68 75.38

脳内出血
 130.9

脳血管疾患
 118.0 
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脳血管疾患の減少
（年齢調整死亡率の減少）

高血圧 脂質異常症 喫煙 糖尿病

栄養・食生活

・食塩摂取量の減少
・野菜･果物摂取量の増加
・肥満者の減少

身体活動・運動 飲酒
降圧剤服用率

（受診、治療）

【危険因子の低減】

健康寿命の延伸

【生活習慣などの改善】

•高血圧有病者・予備群
 の割合の維持
•収縮期血圧の4mmHg
減少

• 食塩男性7.5g未満
   女性6.5g未満
• 野菜摂取量350ｇ以上
• 果物100g未満の者30％
未満

県民の更なる健康寿命延伸を目指して　
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静岡県民の野菜摂取は・・・　

静岡県民の野菜摂取量は、
　　目標量の350ｇに足りていません！

野菜の摂取量が多い人は、
　 病気のリスクがダウン！

(データ)出展
参考：国立がん研究センター
Shimazu T et all.Ann Oncol.2014;25:1228-1233
参考：NIPPONDATA80
Okuda N et all.Eur J Clin Nutr. 2015 Apr;69(4):482-488 ４

○食塩摂取量（１日あたり）

男 性 女 性

静岡県
(H28県民健康基礎調査)

10.6ｇ 9.2ｇ

国目標量 7.5ｇ未満 6.5ｇ未満

○野菜摂取量（１日あたり）

静岡県民は、食塩を摂り過ぎです！



野菜マシマシプロジェクト

所属等 役職・氏名 

株式会社にしはらグループ 代表取締役社長 西原洋平 

特定非営利活動法人ＮＰＯサプライズ  代表理事 飯倉清太

料理研究家、薬膳漢方マイスター、
インスタグラマー

松山絵美(神奈川県在住）

静岡社会健康医学大学院大学   准教授 溝田友里

静岡県立大学食品栄養科学部   講師 串田修

野菜マシマシ餃子（イメージ）

２月から販売予定
静岡市、三島市、伊豆市、伊豆の国市、
長泉町の自動販売機
沼津市、富士宮市の無人販売所

野菜マシマシチームで試食中

産学
官連
携
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野菜摂取量を見える化（ベジチェック）

内容（案） 時 期 

・健康福祉部職員を測定 12月と３月を比較 

・健康惣菜の提供日に東館食堂で
測定会 

12/15、1/19
2/16、3/16
（毎月第３木曜日） 

・キューピーとのフェア期間中に
測定会 

12/19～23 

・静鉄ストアと連携した測定会 ２月（予定）
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企業との連携
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今後の展開～産学官連携～

産

学

県民の野菜摂取量増加に向け、産学官がそれぞれの自主的な取組を持ち寄り、
オール静岡として一体感を持って実施

県民の 

健康寿命

延伸

企業・  

産業界

県・

市町

静岡社会 
健康医学 
大学院大学

官（県・市町）
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